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卒業を間近に控えた２月、高校３年生による［卒

業研究発表会］が開催されました。１年以上に

わたって取り組んできた「卒業研究」の集大成

の発表会です。

卒業研究のテーマは、生徒一人ひとり異なります。

しかし、その取り組みの過程は〝団体戦〟！ 「問い」

を設定し研究を進める過程で議論したり、中間発表

について意見し合ったり

と、協働的に取り組みを進

めてきました。全員がプレ

ゼンテーションにチャレン

ジする等、その取り組みの

過程を含めてとても価値あ

るプログラムです。

取手聖徳女子の職員室には、ちょっと変わった

スペースがあります。生徒たちが「学び合いス

ペース」と呼んでいるこの場所には、自由に形

を変えられる机が配置されています。昼休みや

放課後等には、多くの生徒たちがこの「学び合

いスペース」を思い思いに活用しています。

〝先生に呼び出されて〟このスペースに来るので

はなく、自主的にあるいは何となく集まってく

プレゼンテーションはどれも素晴らしく、身近な

興味・関心をそれぞれの将来の学びに繋げて深め

てきたことが、よく伝わる内容でした。発表終了

後、聴講していた後輩たちから、「自分の興味を研

究テーマにどのように結び付けたか？」「進路実現

に向けて、どのような取り組みをしたか？」等、様々

な質問がありました。発表者たちは、後輩たちが

壁を感じずに取り組めるようにと、ユーモアを交

えつつも真摯に自身の経験を語っていました。

学びを未来に生きる力に変える！ 取手聖徳では

〝学び屋さん〟がたくさん育っています。

るのです。生徒会や委員会活動の打ち合わせを

したり、授業で分からなかった部分を互いに教

え合ったり、ただおしゃべりをしたり……。生

徒同士が、そして、生徒と先生が、共に学び高

め合う。「学び合いスペース」はそんな場所です。

学びを未来に生きる力へ

卒業研究発表会

先生と生徒の距離が近い …新入生が最初に感じる取手聖徳の魅力です！








